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い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

☎FAX
　当協議会では、善意銀行を通じての寄付の他
に、新たな福祉課題や生活課題に対応するため
に「愛のしるし寄付金」を設け、誰もが住み慣
れた地域で安心して暮らし続けられるように、
さまざまな福祉事業を行っています。お寄せい
ただいた「愛のしるし寄付金」は右記の福祉事
業に活用し、一層の充実を図ります。
○令和3年度寄付者　　匿名 様　200,000円

「愛のしるし寄付金」には寄附金の 4割程度の返礼品がついています。皆さまの
“愛のしるし”をお寄せくださいますようよろしくお願いいたします。

＊弱者世帯の地域による見守り活動や災害時の
   支え合い
＊有償在宅福祉サービスの充実
＊災害に対する被災者支援
＊安心安全な食事提供と安否確認
　（ほのぼの弁当サービス）
＊シルバー世代（65歳以上）の健康教室の充実
＊独り暮らし高齢者等の冬期集合住宅の設置・運営
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さ
さ
え
あ
い
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
！

飯
山
市
生
活
支
援
・

地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
閉
所

飯山市社協の寄付制度

ご寄付ありがとうございました
返礼品つき 愛のしるし寄付金

ご利用ください 善意銀行
　善意銀行とは、ボランティアという言葉がまだ市民権を得ていない時代、金品、労力、技術の預託制
度として徳島県で誕生したボランティアセンターの前身のことです。善意銀行には①社会福祉への住民
参加の促進②ボランティア活動の組織化③善意の需要と供給の調整の 3つの目的がありました。
　当協議会では皆さまから寄せられる金品、労力、技術を市内の福祉施設へ善意銀行を通じて指定寄付
という形でお届けしています。皆さまからの善意を生かして社会に役立てる仕組みづくりの一役として
善意銀行を利用してみませんか。

お問い合せ　飯山市社会福祉協議会　☎62-2840　詳細は当協議会のＨＰをご覧ください。

　
飯
山
市
で
は
、
災
害
時
に
各

地
域
で
お
互
い
に
助
け
合
っ
た

り
、
安
否
を
確
認
し
合
っ
た
り

す
る
体
制
を
整
え
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
さ
さ
え
あ
い
防
災
マ
ッ
プ
」
つ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

「
さ
さ
え
あ
い
防
災
マ
ッ
プ
」は
、

自
主
防
災
組
織
に
呼
び
か
け
な

が
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が
市
と

連
携
し
、
今
ま
で
の
「
災
害
時

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
を
活

用
し
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
さ
さ
え
あ
い
防
災

マ
ッ
プ
」
で
は
、
各
区
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
個

別
避
難
計
画
の
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
、
地
震
な

ど
の
災
害
の
際
に
ス
ム
ー

ズ
な
安
否
確
認
や
被
災

者
の
救
出
作
業
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
毎
年
の
よ

う
に
全
国
で
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
が
新
た
な
体
制

と
な
っ
た
こ
の
時
期
に
有

事
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
な
が
ら
ご
自
分
の
区
の
さ
さ

え
あ
い
マ
ッ
プ
を
作
成
・
更
新

し
ま
せ
ん
か
？

　
マ
ッ
プ
作
成
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
飯
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
理
念

に
基
づ
き
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
市
民・

企
業
・
官
公
庁
等
に
呼
び
か
け

行
っ
て
き
た
募
金
活
動
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り

人
口
減
少
が
進
ん
だ
こ
と
と
併

せ
、
近
年
の
災
害
等
の
影
響
に

よ
り
募
金
額
減
少
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
は
じ
め
、
社
会
を
取
り

巻
く
問
題
が
多
様
化
す
る
に
つ

れ
て
人
々
が
抱
え
る
課
題
も
複

雑
化
し
て
お
り
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域

で
暮
ら
す
方
々
が
共
に
支
え
合

う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む

た
め
、
飯
山
市
共
同
募
金
委
員

会
で
は
令
和
4
年
度
の
募
金
活

動
か
ら
、
募
金
方
法
を
一
部
改

正
し
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改
正
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

共
同
募
金
配
分
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
真
に
地
域
福
祉
の

推
進
に
不
可
欠
な
事
業
の
み
に

精
査
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
し

て
厳
選
さ
れ
た
事
業
は
、
い
わ

ゆ
る
、「
地
域
共
生
社
会
」
の

実
現
に
不
可
欠
な
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者

等
の
安
否
確
認
や
見
守
り
を
目

的
と
し
た
ほ
の
ぼ
の
弁
当
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
福
祉
体
験
教
室
「
わ
く
ワ

ク
！
と
う
ど
塾
」
の
開
催
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
育
成
を

目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
の
開
講
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
活
動
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
小
中
学
校
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
福
祉
団

体
等
へ
の
助
成
な
ど
、
地
域
の

福
祉
を
支
え
る
活
動
に
共
同
募

金
を
配
分
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
活
動
の
財
源
と
し
て

必
要
な
金
額
を
集
め
ら
れ
る
よ

う
、
飯
山
市
共
同
募
金
委
員
会

は
個
人
大
口
・
法
人
募
金
を
主

体
と
し
て
募
金
運
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
他

市
町
村
の
大
半
が
戸
別
募
金
を

主
体
と
し
て
募
金
運
動
を
展
開

し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
本
会

に
お
い
て
も
令
和
４
年
度
か
ら

の
募
金
比
重
を
個
人
大
口
・
法

人
募
金
か
ら
戸
別
募
金
に
シ
フ

ト
し
、
実
施
い
た
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
先
月
号
で
お
伝
え

し
た
と
お
り
、
戸
別
募
金
の
目

安
額
を
従
来
の
５
０
０
円
か
ら

８
０
０
円
に
増
額
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
募
金
の
お
願
い
を
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

個
人
大
口
・
法
人
募
金
に
つ
い

て
は
、
振
込
で
の
募
金
等
も
活

用
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ず
ご
案
内
を
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
力

添
え
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

皆さまからの
金品・労力・技術

善意銀行
相談・調整

福祉施設
個人・団体

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災

害
を
受
け
、
令
和
2
年
1
月

に
設
置
さ
れ
た
「
飯
山
市
生
活

支
援
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
が
3
月
末
を
持
っ
て
閉

所
い
た
し
ま
す
。

　
「
飯
山
市
生
活
支
援
・
地
域

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
公

営
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
の

入
居
者
、
高
齢
者
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
、
子
育
て
世
帯
等
の

被
災
さ
れ
た
１
６
７
世
帯
の
皆

さ
ま
に
対
し
、
被
災
後
の
安
心

し
た
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め

生
活
支
援
相
談
員

が
、
見
守
り
や
生

活
支
援
、
地
域
交

流
等
の
総
合
的
な

支
援
を
目
的
に
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
再

建
に
向
け
て
訪
問

活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
、
皆
さ

ま
の
生
活
基
盤
が

整
い
、
ま
た
関
係
機

関
へ
の
繋
ぎ
が
完
了

で
き
た
こ
と
に
よ
り

閉
所
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
で

も
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
た
と

し
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
飯
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
各
区
内
で
の
さ
さ

え
あ
い
防
災
マ
ッ
プ
作
成
等
の

取
組
み
を
通
じ
て
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

活動いただいた生活支援相談員の皆さま

赤
い
羽
根
共
同
募
金

配
分
事
業
の
見
直
し
と

募
金
方
法
の
改
正
に
つ
い
て
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令和4年 1月 21日～令和4年 2月 20日分
ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

お知らせと募集

会場
　飯山市福祉センター（本町）

心配ごと相談
毎週水曜日
9：00～ 12：00 要予

約

総合相談
4 月 20 日（水）
  9：00 ～ 15：00

予約
不要

弁護士による無料法律相談
11：00～ 15：00

　相談は行政、女性、人権、家庭、法律相談など無料でご相
談いただけます。

社会福祉法人 飯山市社会福祉協議会
　　〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1 ／☎ 0269-62-2840 ／ FAX　0269-62-2904
　　MAIL : s.fukusi@iiyama-catv.ne.jp ／ URL：https://iiyama-shakyo.or.jp　　携帯電話でアクセス→

今月の  皆さまの投稿をお待ちしています。
 社会福祉法人 飯山市社会福祉協議会「今月の歌」係 宛

ボランティア活動保険・行事用保険加入手続きのお知らせ
知
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　結婚相談所
いいやま出会いサポートセンター

時間はいずれも午前 9時～ 12時です。
相談には事前の予約が必要です。（☎ 62-7030）
予定等変更になる場合がありますので、あわせて飯山市社
協ホームページもご覧ください。

結婚相談員が親身になってご相談に応じます
相談日：4月 2日（土）、4月 17日（日）

飯山市福祉センターでの
日直廃止のお知らせ

ご　芳　名 物　品・金　額 備　　　考
匿名 様 くず入 ご寄附

デイサービス瑞穂匿名 様 古布 ご寄附
匿名 様 紙パンツ ご寄附

足立 様 餅、砂糖、タオル
ご寄附

飯山学園
（12月21日～1月20日分）

ご　訪　問
施 設 名 等 ご　　芳　　名 内　　容　　等
デイサービス
瑞穂 フィオーレ 様 歌

（12月21日～1月20日分）

ご　寄　附
ご　　芳　　名 物　品・金　額 備　　　考

小林 和由 様 3,000 円（古切手買取） 
ご寄附

善意銀行相澤 はま江 様 くず入 ご寄附

今清水 定芳 様 チョコレート菓子
ご寄附

岡本 様 1円玉（1,391 円）
ご寄附 湯の入荘

上野 様 介護用品 ご寄附 デイサービス
ゆきつばき

＊補償期間
  令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日
  ※中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日
　  から補償開始

※対象とならないボランティア活動、行事もあります。補償内容など詳細は、飯山市社協までお問い合わせく
ださい。

【ボランティア行事用保険】
※新型コロナウイルス対応なし
 地域福祉活動やボランティア活動の一環として
 行う各種行事でのケガや損害賠償責任を補償
＊保険料
　行事内容によって異なります。
＊補償期間
　行事開催期間が補償期間となります。

【ボランティア活動保険】※新型コロナウイルス対応あり
 自発的な意思によるボランティア活動中のケガや損害賠
償責任を補償
＊各種プランと年間保険料
 ◦基本プラン…350 円
 ◦天災・地震補償プラン…500 円
　地震・噴火・津波によるケガ等も補償
 ◦特定感染症重点プラン…550 円
　天災・地震補償＋補償開始初日から特定感染症を補償
  ※基本プランおよび天災・地震補償プランも特
     定感染症について補償の対象となりますが、
     補償開始日から 10日以内に感染した感染症
     については補償対象外となります。

　令和 4年 4 月より、土曜日の日直制度
を廃止いたします。会議室や福祉車両等の
貸出については、日直廃止後も変わらずご
利用いただけますが、鍵の受け渡し等は金
曜日にしていただく必要がございます。ご
迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。
　詳しくは、飯山市社協までお問い合わせ
ください。

お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

湯の入荘までお問い合わせ
ください。

・
春
う
ら
ら
今
年
は
高
い
雪
の
壁

　
　
　
　
常
盤　
　
　
上
原　
平
次
郎

・
今
日
も
又
ど
こ
へ
行
く
の
か
デ
イ
の
さ
と

・
来
て
み
れ
ば
笑
顔
優
し
き
か
い
ご
ひ
め

　
　
　
　
み
ず
ほ
の
バ
ー
バ

・
春
ど
こ
へ
心
よ
せ
あ
う
「
夕
月
」
で

十
人
十
色
の
知
恵
を
笑
い
て

・
幸
せ
は
昭
和
、
平
成
、
令
和
へ
と

時
は
流
れ
て
福
祉
の
重
み

飯
山　
　

鈴
木　

藤
山

・
60
年
二
人
三
脚
早
す
ぎ
し

心
あ
ら
げ
ず
支
え
あ
う
日
々

・
食
事
ま
え
音
読
、
歌
に
笑
い
ヨ
ガ

献
立
せ
か
す
腹
の
虫
グ
グ
ー

木
島　
　

依
田　

と
も
に

　令和 4年 4月から飯山市より飯山市社協が委託を受け、新たに
常盤小学校内に常盤児童クラブが開所されます。
　季節や地域に応じた行事を取り入れながらより良い運営を目指
していきます。
　ご利用にあたっては当協議会までお問い合わせください。

住 所　
　飯山市大字常盤 5228（常盤小学校内）
電話番号　開設中
利用できる方
　登録申請された小学校 1～ 6年生


